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１ . 中央教育審議会への諮問  




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出てくるのは 8 頁目ぐらいなんですよ。6 頁，
7 頁目ぐらいまでは三ヶ月くらい前につくっ
ちゃうんです。で，前日ぐらいまでに本時を
ずっとつくってくるんです。最後に，本時案
が出来上がって，最後に入れるのが評価の部
分だと思うんです。三ヶ月ぐらい前につくっ
た評価基準にポコってはめてるだけでしょっ
て私言うんですよ。そうすると，評価できな
いんですよ。現場は，忙しいというのもあり
ますが，授業づくりの手法はほとんどそうで
す。何を考えているかというと，まず，45 分
間止まらないように流暢に，言葉が詰まらな
いように練習するわけですね。一体それが子
どもの頭の中に何をもたらしているのかとか，
準備した学習活動は果たして，本時の目標に
突き刺さるような活動になっているのかとか，
それが評価で引き取れるような手立てがある
のかとか，そういう視点にはなかなかいかな
い。授業づくりはどうするのか，どういう思
考・判断の姿を子どもたちから引き出したい
のか，その段階で「見つける」か「選ぶ」の
どっちかでどうですか，「見つける」ってどう
いう姿ですか，「選ぶ」ってどういう姿ですか
というのを詰めてから，授業展開をつくって
もらうと，授業の流れが変わってきます。そ
ういったところは，今後非常に重要になるだ
ろうと思います。資質・能力を考えれば考え
るほど，資質・能力が身につく活動で観察可
能な動詞，観察可能な動詞。事例を挙げます
と，「気づく」という動詞は，私は現場の先生
にあまり使わない方がいいと言います。理由
は，「気づく」には，関心を持つ意味の「気づ
く」と，発見する意味の「気づく」と２通り
意味が取れ，どっちなのか分からないんです
ね。引き取れないので，「気づく」っていう代
わりに「見つける」という言葉に置き換え，
「見つけた」かどうかで評価をするといいと
思います。それから，私は長く説明していて，
うまく伝わってないなと思うのは，「試す」な
んですね。「試す」が思考・判断だというふう
に考えている実践と意欲だと考えている実践
とこれも 2 通りあります。どちらかというと
最近は，「試す」は思考・判断に入りそうな気
配があると思うんですが，「試す」自体は思考・
判断ではないと私は考えています。思考活動
ではなく，行為を指しているのが「試す」で
あって，「試す」基になる「見つける」と「選
ぶ」が抜け落ちて「試す」というのは，何も
考えないで試すのと，選んで試す，の区別が
つかないんですね。その辺は，動詞をやたら
使えばいいのではなく，そもそも身につけた
い資質・能力のキーワードになる動詞，その
動詞でしかも完全に観察可能な動詞というふ
うに絞り込んでいかないと，結局，指導と評
価はうまくいかないとい考えております。  
以上で発表を終わらせていただきます。ご
清聴ありがとうございました。  
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